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　　　　　〈今月の主な内容＞

56年度一般・特別会計決算発表・・……・P2～P3

冬の運転マナーと防犯…………・・……・　　曾P4

カメラの目・消防出初式………・……・　　・P5

住居表示シリーズ、下水道工事………P6～P7
市・県民税確定申告、味自慢一……・・P8～P9

4万人のひろば、地名アレコレ………　　・P10
市民文芸・わたしのケッサク…………　　　・P11

お知らせ板……一一……・……………P12～P15
休日急患当番医……………一・……・…　　　・P16

寒　げ　い　こ

　白石市柔道スポーツ少年団に所属している小・中学

生ら約30名が、市内柳町の三省塾道場（塾長大橋良雄

さん）で寒げいこに励んでいる。同少年団は、昨年の

東北大会の県予選で優勝、東北大会では、第3位と活

躍中。指導は名誉師範前島盛三さん（腕のさえは柔道

六段の経歴を持つ）があたり、開塾以来8年ぐらいに

なり、毎週3回少年たちは、　「けいこ」に汗を流して

います。
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昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
七
、

九
二
四
、
三
＝
二
千
円
（
対
前
年
度
比
四
・
七
％
増
）
、

歳
出
決
算
額
は
七
、
六
六
五
、
六
三
四
千
円
（
対
前
年

度
比
五
・
○
％
増
）
で
、
差
引
額
は
二
五
八
、
六
七
八

千
円
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
ぺ
き
財
源
九

六
千
円
を
差
し
引
い
た
二
五
八
、
五
八
二
千
円
が
決
算

剰
余
金
で
す
。

　
し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
く
ず
し
て
い
る
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
財
政
事
情
は
ま
す
ま
す
窮
迫
の
度

を
加
え
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
構
成
を
み
ま
す
と
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
、
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
五
、
二
〇
三
、
三
一

四
千
円
で
全
収
入
の
六
十
五
・
七
％
、
市
税
、
繰
入
金
、

諸
収
入
、
繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
二
、
七
二
〇
、

九
九
九
千
円
で
全
収
入
の
三
四
・
三
％
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
市
が
仕
事
を
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
費
用
の

状
況
を
目
的
別
に
分
け
て
み
ま
す
と
、
道
路
・
橋
梁
の

新
設
改
良
、
土
地
区
画
整
理
、
公
園
整
備
、
住
宅
建
設

な
ど
を
行
っ
た
土
木
費
が
｝
、
七
〇
三
、
三
〇
六
千
円

で
第
一
位
。
次
い
で
、
保
育
園
建
設
や
扶
助
費
な
ど
の

経
費
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
民
生
費
が
一
、
三

二
九
、
九
五
〇
千
円
で
第
二
位
。
第
三
位
は
公
民
館
建

設
な
ど
を
行
っ
た
教
育
費
の
一
、
二
六
七
、
六
六
一
千

円
、
第
四
位
は
総
務
費
の
一
、
一
四
三
、
一
二
〇
千
円
、

　
以
下
農
林
水
産
業
費
五
七
九
、
七
〇
五
千
円
、
衛
生
費

　
五
三
七
、
五
八
八
千
円
、
公
債
費
四
四
三
、
六
〇
八
千

　
円
、
消
防
費
二
『
六
、
二
八
四
干
円
の
順
と
な
っ
て
い

　
ま
す
。
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化の殿堂中央公民館

鰯

鱗鰯

▲

79億2，431万円歳入

2，295，839（29．0％）

r1，840，140（23．2％）

1，837，333（23．2％）

r845，700（10、7％）

252，816（3．2％）

r諸収入191，59！（2．4％

財産収入124，776（1．6％

繰越金143，40！（1．8％）

地方譲与税122，293（1．5％）

分担金及び負担金87，348（1．1％）

　　自動車取得税交付金86，470

「r　　　　　　　　　　　　（1．1％）

　　　　　使用料・手数料78，044
　　　　　　　　（1．0％）

　　　　　　rその他18，562（0・2％

繰
入
金

市
俵

市
税
．

国
・
県
支
出
金

地
方
交
付
税

単位千円）

（低

　　20

15

10

5

0

市税収入内訳　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　4，884万9干円（2．7％

　　　　　　」’

市たばこ消費税
1億4，760万3干円

燕

ン
β

　　　　▲　市内で9番目に完成した大鷹沢保育園

o

4

8

12

16

76億6，563万円歳出

α，邑〕

（単位千円）

土
木
費

民
生
費

教
膏
費

総
務
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

公
債
費

8％）

災害
復旧費
42，713
（0．6％

　
　
　
2
9
％
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1

　
　
　
　
　
ク
　

71

％
1
5
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L
汐
費

　
の

費
ー
会

働
　
議

労

商工費192，264（2．5％）

　　消防費216，284（2

443，608（5．8％）

537，588（7．0％）

579，705（7．6％）

1，143，210（14．9％）

1、267，661（16．5％〕

市民1人当り
使った費用

　183，091円

1，32P，950（17．3％）

1，703，306（22．2％）
　　）　 人口4！，868人
S57．3．31日現在　世帯数11，076戸

計会り男土
寸尋

17億5，250万円

16億8，538万円

16億7，043万円

。国民健康保険事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

1，478万円

1，421万円

1，416万円

　
　
額

業事　
　
算

道水
易
予

簡●

収入済額

支出済額

3億3，525万円

3億3，404万円

3億3，404万円

業　
　
算

事道
水
予

下

予算額
収入済額
支出済額

4，051万円

4，013万円

4，013万円

地方卸売市場事業

予算額
収入済額
支出済額

上水道事業会計

・収益的収入及び支出

　　　　　（経常経費）

　収入予算額　　4億2，100万円

　収入済額　 4億3，171万円

　支出予算額　　4億1，850万円

　支出済額　 3億9，945万円

・資本的収入及び支出

　　　　　（投資的経費）

　収入予算額　　8億1，711万円

　収入済額　 8億4，300万円

　支出予算額　　9億0，696万円

　支出済額　 8億9，658万円
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凍
っ
た
道
路
で
の
運
転
に

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
る
二
月
は
、

雪
で
見
と
お
し
が
悪
く
な
っ
た
り
、

路
面
が
凍
っ
た
り
す
る
た
め
、
追
突

事
故
や
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
事
故
が
多

く
発
生
す
る
時
期
で
す
、

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ

た
め
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
．
、

始
業
点
検

　
ま
ず
車
の
点
検
を
忘
れ
ず
に
行
う

こ
と
で
す
。
寒
い
か
ら
と
い
っ
て

車
の
点
検
を
怠
る
こ
と
は
禁
物
で

す
。
ブ
レ
ー
キ
を
は
じ
め
、
タ
イ

ヤ
、
ハ
ン
ド
ル
、
ワ
イ
パ
ー
等
の

状
態
に
つ
い
て
の
点
検
を
毎
日
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

安
全
速
度
け
ん
守

　
自
動
車
事
故
の
大
半
は
、
速
度

の
出
し
す
ぎ
が
直
接
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
寒
さ
が
き
び
し
く

な
る
と
路
面
が
凍
っ
て
す
べ
り
や

す
く
・
ふ
だ
ん
と
く
ら
べ
て
ブ
レ

ー
キ
の
き
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
常
に
ひ
か
え
め
に
し

て
、
と
っ
さ
の
場
合
で
も
す
ぐ
止

ま
れ
る
安
全
速
度
で
運
転
し
ま
し

ょ
う
。
あ
な
た
の
運
転
マ
ナ
ー
で

安
全
速
度
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

D
雪
道
の
ブ
レ
ー
キ
は

　
　
　
　
非
常
に
危
険
で
す

　
凍
っ
た
道
路
で
は
、
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
夏
場
と
違
っ
て
急
ブ
レ
ー
キ

な
ど
の
措
置
も
ほ
と
ん
ど
あ
て
に

な
り
ま
せ
ん
。
前
方
の
状
況
を
よ

く
見
て
、
早
め
早
め
に
危
険
を
察

知
す
る
こ
と
こ
そ
最
良
の
ブ
レ
ー

キ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

・
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り

　
　
　
　
運
転
し
ま
し
ょ
う

　
追
突
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
前
の

車
に
続
い
て
走
っ
て
い
る
と
き
は
、

必
ず
十
分
な
問
隔
を
保
つ
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

チ
エ
ー
ン
の
用
意
を

　
雪
道
や
凍
っ
た
道
路
で
は
、
す

べ
り
止
め
の
チ
ェ
ー
ン
か
ス
ノ
ー

タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
こ
の
時
期
は
、
天
候
が
変

わ
り
や
す
く
途
中
で
雪
が
降
り
出

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
チ
ェ
ー
ン
が
使
え
る
よ
う
に

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。

※
道
路
沿
い
の
ご
家
庭
で
は
、
路
面

が
凍
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
道
路
に
水

を
ま
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
願
い
ま

す
。　

ド
ラ
イ
八
ー
の
み
な
さ
ん
、
本
年

も
事
故
防
止
の
た
め
安
全
蓮
転
を
励

行
し
、
市
内
か
ら
事
故
を
な
く
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

口
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1響囲
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ム「
撫

　
子
供
が
明
る
く
す
こ
や
か
に
育
つ

こ
と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
一
番
大
事
な
の
は

家
庭
で
す
。
そ
し
て
少
年
が
接
す
る

友
達
な
ど
、
人
間
関
係
や
地
域
の
環

境
が
良
く
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

る
た
め
昨
年
の
状
況
を
み
て
み
ま
し

よ
》
フ
o

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
一
年
間
に
、
白
石
警
察
署
管

内
に
お
い
て
補
導
し
た
非
行
少
年
は

六
百
四
十
三
名
で
そ
の
う
ち
自
石
市

は
四
百
二
十
五
名
で
昨
年
よ
り
四
名

ほ
ど
減
っ
て
い
る
も
の
の
大
き
な
減

に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
管
内
全
体
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
中
学
生
は
二
百
五
十
名

を
数
え
、
年
令
で
は
、
十
四
歳
、
十

六
歳
各
百
二
十
二
名
と
多
く
、
女
子

非
行
の
増
加
、
前
年
七
十
三
名
に
対

し
百
二
十
二
名
と
、
人
数
に
し
て
四

十
九
名
、
六
十
七
・
一
％
の
増
で
、

家
出
や
喫
煙
、
深
夜
俳
徊
等
が
多
い
。

　
シ
ン
ナ
ー
乱
用
少
年
は
、
前
年
六

名
か
ら
十
九
名
に
な
り
三
倍
も
増
え
、

校
内
暴
力
事
件
が
三
件
が
発
生
す
る

な
ど
昨
年
の
大
き
な
非
行
の
傾
向
と

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
窃
盗
は
、
六
十
六
名
を
数
え
、

手
口
に
お
け
る
内
容
で
は
、
車
関
連

の
非
行
が
ト
ッ
プ
（
二
十
五
名
）
を

占
め
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み

で
少
年
を
見
守
り
、
地
域
環
境
を
よ

く
す
る
と
と
も
に
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
明
日
の
白
石
市
の
担
い
手
で
あ
る

青
少
年
の
健
全
育
成
を
積
極
的
に
す

す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

白石警察署非行少年補導状況
　　　　　　　　　（白石市分

56年
玉月～12月

429（57）

43　（7）

50（2）

336　（48〉

57年
i月～12月

425　（7／）

49　（2）

17　（3）

359　（66）

総　人　員

犯罪少年

触法少年
ぐ　　　 犯
不良行為少年

（）内は女子数で内数である。

少年の非行防止の3つのポイント

1子供を育てる藁任の目覚を

　子供を放任したり甘やかしたりしない

2子供への理解を

　　親子の対談を忘れない

3生活の墓本マナー

　子供に善悪のけじめをっけさせる
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カ
メ
ラ
の
翻

消
防
出
初
式

暦

機
動
力
振
群
の
パ
レ
ー
ド

白
石
市
消
防
団
（
上
西
礼
二
団
長
・
七
百
入
）
D
出
初
式
が

『
月
六
日
雁
狩
橋
両
岸
の
斎
が
川
に
お
い
て
、
団
員
に
よ
る
［
斉

放
水
よ
り
初
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ラ
ッ
パ
隊
員
を
先
頭
に

市
内
を
パ
レ
ー
ド
、
小
型
動
力
車
、
＝
一
十
二
台
、
ポ
ン
プ
車
二
台

の
機
動
力
を
披
露
、
市
民
に
「
火
災
予
防
」
を
訴
え
ま
し
た
。

消防ミニニュース①＼

春季全国火災予防運動

2月28日～3月13日
「火の用心心で用心

　　　　　目で用心」

饗
繋
藩
鷺
黛
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
搬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巌

寧織

、点｛

，
漸’

響
“

　

躍聾

　辱嶽
羅母

撫
隔
．
、

　　　謙、麟羅瞬畷籔攣　　．．・　コ

　　　　　　　　　　▲観閲をうける団員（車上）

騨

晃
2

　　　　　　　響難

豊
き
　
ン
！

潮甜

多
’
ウ

．
町

、
4

麟
置

、
　
3

夢
’

ぺ
牌

／消防ミニニュース②＼
　　ビル火災に備え、このほど白石消防

署に初めてのはしご付き消防車が配置

　になり、市役所前で披露されました．

市内にある三階以上の建物70ヵ所の防

火対策として仙南広域組合が5，690

万円で購入したもので、はしごは最大

地上高24．3㍍までのぴ、7階の高層ビ

　ルまで届く性能をもっ。

、で　　郵
　　　　　　　　　　　　許

　　　　　　　　　　　　ぎ

　　　　　　　　　　　　葦
　　　　　　　　　　　　　撫’

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　憲縁・　　驚
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メ
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住
居
表
示
シ
リ
ー
ズ
⑤

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

光
め
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
昨
年
十
一

月
号
に
引
き
続
き
、
町
名
の
定
め
方
、

町
の
形
状
及
び
規
模
等
に
つ
い
て
項

目
条
文
ご
と
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

喧
丁
目
の
配
列

　
「
丁
目
は
、
原
則
と
し
て
町
の
中

　
心
よ
り
放
射
式
に
つ
け
る
が
、
地

　
形
、
交
通
等
の
関
係
か
ら
や
む
を

　
得
な
い
場
合
は
、
環
状
式
に
よ
り

　
配
列
す
る
凶

σ
街
　
区
　
割

①
「
圃
、
町
の
境
界
」
に
準
ず
る

　施設ま

た
は
、
地
物
に
よ
っ
て
囲

　
ま
れ
た
区
域
を
一
街
区
と
す
る
。

②
一
街
区
の
面
積
は
、
お
お
む
ね

　
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
平

　方メー

ト
ル
程
度
と
す
る
が
、
地

　
域
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
増
減
で

　
き
る
も
の
と
す
る
。

　町界が

決
定
す
る
と
、
さ
ら
に
町

　
を
区
割
（
街
区
割
）
し
ま
す
。
［

　
街
区
は
、
わ
か
り
や
す
い
地
物
に

　
囲
ま
れ
た
地
域
で
、
面
積
は
千
坪

　
か
ら
干
五
百
坪
程
度
に
な
り
ま
す
。

㈱
街
区
符
号
の
つ
け
方

　
「
街
区
符
号
は
、
数
字
を
用
い
町

　
の
中
心
に
最
も
近
い
街
区
を
起
点

　
と
し
て
、
連
続
蛇
行
式
に
よ
り
順

　
序
よ
く
つ
け
る
も
の
と
す
る
已

　
市
の
中
心
に
近
い
街
区
か
ら
順
序

　
よ
く
番
号
（
街
区
符
号
）
を
つ
け
、

・
こ
れ
を
「
番
」
で
表
し
ま
す
。
　
（
図

　
一
参
照
）

働
住
居
番
号
の
つ
け
方

　
「
住
居
番
号
は
、
住
居
表
示
台
帳

　とし

て
作
成
さ
れ
る
地
図
に
基
づ

　
い
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
建
物
及

　び

工
作
物
に
つ
け
る
も
の
と
す
る
］

　
④
市
の
中
心
に
近
い
街
区
の
す
み

　
を
起
点
に
し
、
原
則
と
し
て
右
回

　
り
に
街
区
の
境
界
線
を
一
定
の
問

　
隔
に
区
切
り
、
住
居
番
号
の
基
礎

　
に
な
る
番
号
（
基
礎
番
号
）
を
当

　
該
間
隔
に
順
次
つ
け
ま
す
。
た
だ

　
し
、
街
区
の
す
み
が
曲
線
の
場
合

　
は
、
起
点
に
近
い
適
当
な
点
を
定

　
め
ま
す
。

＠
基
礎
番
号
の
問
隔
は
、
原
則
と

　
し
て
十
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
が
、

　
工
業
地
域
や
そ
の
他
特
殊
地
域
に

　
つ
い
て
適
切
に
定
め
ま
す
。

◎
基
礎
番
号
の
つ
け
方
は
、
一
辺

精
算
方
式
（
図
三
参
照
）
に
基
づ

　
き
ま
す
が
、
街
区
の
一
辺
の
端
数

　
は
四
捨
五
入
に
よ
り
整
理
し
ま
す
。

　
「
住
居
番
号
は
、
次
の
各
号
に
該

　
当
す
る
基
礎
番
号
を
も
っ
て
、
当

　
該
建
物
の
住
居
番
号
と
す
る
已

　④建物等の

主
要
な
出
入
口
が
、

　街区の

境
界
に
な
る
道
路
に
接
し

　
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
出
入
口
が

　街区の

境
界
線
に
接
し
て
い
る
基

　
礎
番
号
に
し
ま
す
。

　
⑬
建
物
等
の
主
要
な
出
入
口
が
、

　街区の

境
界
に
な
る
道
路
か
ら
離

　
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
建
物
か

　
ら
道
路
へ
の
主
要
な
通
路
が
、
街

　区の

境
界
線
に
接
し
て
い
る
基
礎

　
番
号
に
し
ま
す
。

　
住
居
番
号
は
、
家
屋
の
出
入
口
を

　
現
地
調
査
し
て
図
面
に
記
載
し
て

　
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
基
づ
い

　
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
特
殊
な
場
合
の
住
居
番
号
は
、

　
次
の
基
準
に
よ
っ
て
付
定
す
る
已

①
建
物
等
の
出
入
口
ま
た
は
道
路

　
の
中
必
が
、
二
つ
の
基
礎
番
号
の

　
境
目
に
あ
た
る
と
き
の
建
物
の
住

　
居
番
号
は
、
原
則
と
し
て
若
い
数

　
字
の
基
礎
番
号
に
し
ま
す
。

　
「
住
居
番
号
を
つ
け
る
べ
き
建
物

　
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
認

　
定
に
よ
る
が
、
人
の
住
ん
で
い
な
い

　倉

庫
等
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
独
立

　
建
物
と
し
て
あ
る
場
合
は
、
住
居
番

　
号
を
付
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
］

㈹
新
住
居
表
示
の
仕
方

　
図
二
を
参
照
七
ぺ
ー
ジ

枝
線
埋
設
工
事

　
　
　
N
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

　
昨
年
十
二
月
よ
り
、
市
単
独
事

業
と
し
て
市
街
地
の
大
畑
、
不
澄

ヶ
池
、
清
水
小
路
、
延
命
寺
地
内

四
地
区
と
県
道
自
石
大
河
原
線
の

一
部
に
枝
線
埋
設
工
事
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

㊧
枝
線
埋
設
工
事
（
各
家
庭
に
公

　
共
桝
を
設
置
す
る
。
）

　
い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る

た
め
、
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住

民
の
交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事

く
＼　〈

を
す
す
め
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
工
事
が
三
月
末
日
ま
で
の

期
間
中
は
、
工
事
の
特
殊
上
、
工

事
地
内
の
道
路
は
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
下
水
道
課
（
内

線
二
三
六
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

黒
＠

　
　
ワ

K
　
　
剰

オ
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方
」

51f主居番．号

基礎番号

枝番号

＞
」

○住居番号のつけ

　
　
　
　
③

－
自
囲
歯

iil遅

心
［
　

　
圭
目に一辺米
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⑯　　⑦
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⑬⑫⑪⑩
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⑥
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
中
心
「

①②③④⑤

＜図1＞新しい住所のきめ方

　　O街区符号のつけ方
市の中心、．rl　　　　　　　　　　　　I　I方
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「
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「
」
［

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ロ
　
じ
　
じ
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㎜
霧
回
回
鞠

住所の表わし方　　　　《図2＞

　0普通の建物　　　　　　　　白石市○○（丁目）　0番　○号
　　　　　　　　　　　町　　　　名　　街区符号　住居番号

　　　　　　　（例）白石市寿山3番4号

　自石市00（丁目）○番O一〇号
　　　　町　名．晶糠解

例）白石市寿山4番5－102号

②中高層建物3階以上

　　白石市○○（丁目）○番○一〇号

　　　　町名街扇号「「一桑偏
　　　　　　　　　基礎番号
（例）白石市寿山6番7－2号

0袋小路における建物

輯榊柄←軸曜　1◆“～榊｝←φ榊←ψ一…》㌻”…　｝｝← ◇　ひ…　ひ一”榊炉　い｝｝…『昏…7　　→1

　　　　　　　犬およびね』の飼養についての基準　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1く一般原則＞　　　　　　　　　　も犬の放し飼いを絶対しないよう　　衛生課に引取ってもらう。また犬ま　：
1　犬またはねこの所有者は、犬ま　　に努めること。　　　　　　　　　たはねこが飼えなくなった場合も　：

　たはねこの本能、習性及び生理を　　（3）犬の所有者は、犬のけい留する　　同様ですので衛生課に連絡するこ

1理解し・家族同様の愛情をもって　　場合は道路または通路に接しない　　と・

　保護すると共に、人の生命、身体　　よう努めると共に施設から逃げな　　（71犬の所有者は、犬の所在地が変

　または財産に対する侵害を防止し、　いような措置を講ずること。　　　　った場合や犬が死亡した場合は衛

　生活環境を害することがないよう　　（4）犬の所有者は、犬を運動させる　　生課に届け、犬またはねこが死亡し

　責任をもって飼養及び保管に努め　　場合には犬の制御できる者が引き　　た時は広域行政角田火葬センター

　無責任な飼養を絶対にしてはなら　　運動させると共に犬の突発的な行　　に搬入すること。

　ない。更に犬にっいては真の愛犬　　動に対応できるよう引綱の点検及　　（8）犬またはねこの所有者は公園、

　家として「狂犬病予防法」　「飼犬　　び調整に配慮し運動場所、時刻等　　道路等公共の場所及び他人の土地、

　取締り条例」を守ることが大切で　　に注意すること。　　　　　　　　　建物等が犬若しくはねこにより損

　ある。　　　　　　　　　　　（5）飼い犬が人畜を咬んだ場合は仙　　壊させないようにすると共に汚物

　く飼主として守る義務＞　　　　　　南保健所に届け出ること（智02245　　による悪臭等を防止するよう努め

　（1）年1回の登録と年2回（4月、　　一3－3132食品薬事課）。　　　　　ること。

　10月）の狂犬病予防注射を必ず受　　（6）子犬または子ねこが生まれた時　　（9）犬の所有者は常に犬の首輪に金

　けること。　　　　　　　　　　　　は、責任を持って飼える人に譲渡　　監札か注射済証のどちらかをつけ

　（2）犬の所有者は、どんなところで　　し、不必要な子犬または子ねこは　　ておくこと。
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市
県
民
税
の
申
告
相
談
は

二
月
二
日
～

　
　
三
月
十
五
日

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
二
月
二

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受
付
会

場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

㎜
由
止
・
を
必
要
と
す
る
人
…

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
て
昭
和
五
十
七
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
【
該
当
者
】

▽
商
業
、
農
業
、
製
造
業
な
ど
事
業

　
を
営
ん
で
い
る
人
。

▽
譲
渡
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子
雑

　
収
入
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
人
。

▽
給
与
を
二
箇
所
以
上
の
事
務
所
か

　
ら
受
け
て
い
る
人
。

▽
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て

　
い
な
い
人
。

▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払
報
告

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で

も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理
由

を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
申
告
に
必
要
な
も
の

Ill川1川川1

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

▽
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

収
書

▽
医
療
費
の
受
領
書

▽
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書

▽
印
鑑

旧川川II川

所
得
税
の
申
告

IIl川1旧1川1

　
所
得
税
の
白
石
で
の
相
談
日
は
三

月
一
、
二
、
三
日
の
三
日
間
市
役
所

大
会
議
室
（
四
階
）
で
行
い
ま
す
。

　
納
税
者
が
昭
和
五
十
七
年
中
に
得

た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を

計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を
精

算
す
る
も
の
で
す
。

　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
給
与

所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
入
、

年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

い
と
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税

金
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
税
金
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
入
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で

も
税
務
署
で
は
申
告
書
を
受
付
け
て

い
ま
す
か
ら
早
目
に
申
告
し
て
還
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
義
務
対
象
者
に
は
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
初
め
て

の
方
は
税
務
署
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
の
窓
口
か
ら
用
紙
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

己
“
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昭和58年度市県民税申告納税相談日程表

場　所
区鞍ハ

汀象

後午前

鍵

午

地区受付1呼閤a撫目臼

越河公民館4区　5区1区2区3区越　i繭∫9．00～16，00水”
…

9区m区6区7区8区木へ
O

斎川公民館7の1区7の
区8区

4の1区4の
区5区6区斎川金4

区1区2区9，00～11，00土5

市役所大会議室渡
1度

譲全　域9．00－16．OO月［
’

大平公民館3の1区　8区1区　2区大平火8

5区6区7区3の2区4区水9

大曜沢公民館4区　5区区1区2区大麿沢木10

10区11区12区区7区5区
区

月1竃

日川公民館2区1区臼　川火15

5区3区　4区水16

』・原公民館大熊、塩ノ倉
上戸沢、下戸沢
冷清水

赤井畑、東

ノ』・原木17

1・原公民館
湯元、明戸
久保平

鼠猿t
坂

中
赤1・原金18

福岡公民館5示才台自5、　芹2尺

上原、下原、山
ノ下

八宮、大綱、

鎌先

三住、蔵王、不
忘、川原子

福岡月21

火22

沖、山根沖水23

深谷公民館南区、東区、北区西区上、西区下木24

市役所大会議室下滝滝上、尾ベラ金25

確定申告確定申告全域穴3，1

水2

木3

6区　7区白　IIク金4

南田丁本田丁臼石

田田丁田田丁月7

本郷第1

短ケ町

束益岡、中益岡
新町

本郷第3火8

上郡山、長町水9

柳町1・下倉、亘理町木lo

寿町、中町晦ノ巣金11

君B山9．00－11．OO土E

本郷第

本郷第

西益岡

清水小
9，00～16．OO月14

指定日に申告ができなかった方全域9，00～15．OO火15

　
　
　
正
し
い
電
話
の
知
識
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
ろ
う

　
現
在
、
日
本
の
加
入
電
話
数
は
四

千
二
十
八
万
台
、
世
界
第
二
位
の
”
電

話
王
国
”
で
す
。

　
し
か
し
、
年
々
高
ま
る
電
話
普
及

率
と
は
裏
腹
に
、
最
近
の
若
い
人
た

ち
、
特
に
職
場
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

は
電
話
の
応
対
が
苦
手
な
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
ベ
ル
が
鳴
っ
て
も
だ
れ
か

が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
ケ
電
話
恐

怖
症
患
者
〃
や
基
本
的
な
電
話
の
マ

ナ
ー
を
心
得
て
い
な
い
人
が
意
外
に

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
電
信

電
話
公
社
で
は
、
　
”
正
し
い
電
話
の

味
自
慢

知
識
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
普
及
”
を
目

指
し
、
全
国
各
地
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
「
電
話
教
室
」
を
無
料
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
分
か
り
や
す
く
、
要
領
よ
く
話

す
上
手
な
電
話
の
応
対
」
の
仕
方
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
は
も
と
よ
り
、
日
常

生
活
で
も
是
非
と
も
身
に
つ
け
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

　
「
電
話
教
室
」
の
受
講
時
間
は
約

二
時
間
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
電
話
応
対
の
心
構
え
や
上
手
な
か

　
け
方
、
受
け
方
な
ど
の
講
義

②
映
画

③
模
擬
用
電
話
に
よ
る
応
対
実
習

④
質
疑
応
答

　
な
お
、
講
義
の
際
に
使
用
す
る
テ

キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄

り
の
電
話
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白石市昭和58年1月初旬調査日

樋　口　ときえさん
　　　　　（南寺前）

凍
り
ど
う
ふ
の
卵
と
じ

　
　
【
材
料
】
　
（
四
入
分
）

凍
り
ど
う
ふ
六
枚
、
み
つ
葉
三
〇
9

（
ま
た
は
さ
や
え
ん
ど
う
三
〇
g
、

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
な
ら
大
さ
じ
四
杯
）

卵
二
個
、
だ
し
ニ
カ
ッ
プ
、
砂
糖
大

さ
じ
三
杯
、
み
り
ん
大
さ
じ
一
杯
、

塩
小
さ
じ
・
一
2
杯
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ

一
杯
半

　
　
【
作
り
方
】

①
凍
り
ど
う
ふ
は
湯
で
も
ど
し
、
完

　
全
に
も
ど
っ
た
ら
白
い
汁
が
出
な

　
く
な
る
ま
で
水
洗
い
し
て
、
五
ミ

　
リ
位
の
線
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
分
量
の
だ
し
、
調
味
料
を
加

　
え
そ
の
中
に
凍
り
ど
う
ふ
を
入
れ
、

　
お
と
し
ぶ
た
を
し
、
中
火
で
煮
る
。

③
凍
り
ど
う
ふ
に
味
が
し
み
た
ら
、

　
割
り
ほ
ぐ
し
た
卵
を
一
面
に
流
し

　
入
れ
弱
火
で
少
し
蒸
ら
す
。

④
卵
が
半
熟
に
な
っ
た
ら
、
み
つ
葉

　
ま
た
は
（
青
味
に
用
意
し
た
物
）

　
を
ち
ら
し
て
仕
上
げ
る
。

消費生活モニター調査結果

考備

上昇品目：天ぷら油、

　マーガリン、バター

　ティッシュペーパー

　カレーライス、理髪

　料、パーマネント料

下降品目：砂糖、ラッ

　プ、灯油

横ばい品目：しょう油

　小麦粉、食パン、牛

　乳、プロパンガス

対前鍔価格比

　　　％△2．6

前月平均価格

　　　　　円
　　279

457

0．4559

198

141

平均値
　　　　　　－
　　　272

　　　457

　　　561

　　　198

最低値
　　　　　　円
　　　248

　　　418

　　　530

値高最

　　　　円
300

525

141

1．5192

1．4

　2，0

△1．0

230

356

144

195

230

361

175

130

148

208

338

600

220

160

200

260

147140

390

158

193188

△2．71，804

5．027

3．4400

1，757

5，027

　414

　　150

1．674

248

1．850

4．8005．200

『
051．2781、350

　　350

1．200

　　450

1．500

1．44．9855，0574．5005．400

　銘柄・規格
上　自　糖　　　1kg

本醸造　　上級　濃口
1．82（びん代込み）

1，650g（1．82）びん入り

薄　力　粉　　　1kg

並　　食　　1　斤

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m臼

1，8召　　（配達料込み）

　　　　10㎡

並　　　一　　　皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット
　　　及びセットを含む）

　晶　　名

1．砂　　糖

2，しょう油

3．天ぷら油

4．小麦粉
5．食パ　ン

6，マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーパー

10．ラ　ッ　プ

11．灯　　油
12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理髪料
15．パーマネント料

9



、
旨
一

．
一
”
幽

銅捧川
匿

皿皿亜盃麺圃聾巫巫1隔

　
　
　
　
　
　
愈

“
◎
ば

伝
統
工
芸
の
ス
ラ
イ
ド

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞

登市

10

ゆ

場民

　
一
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
仙
南
地
区
自
作

視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
自
石
市
婦
人

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
学
級
の
ス
ラ
イ
ド
「
白
石
和
紙
と

紙
す
き
工
人
」
が
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
授
賞
作
品
は
、
同
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
学
級
で
制
作

し
た
四
つ
の
作
品
の
一
つ
。
制
作
は
、
市
内
の
主

婦
の
グ
ル
ー
プ
で
、
約
八
ヵ
月
を
費
し
、
学
習
の

　も　な　 す

　葦讐ゴ

諺
、
醒

白
石
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
学
級

⑨蹴

講
、
膨
　
　
　
麓

翻
欝
海
塾
蓬
・

三
隣
編
藁
羨

目
的
で
あ
る
「
身
近
な
素
材
を
生
か
し
」
、
「
地
域

の
集
り
な
ど
に
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
こ

う
」
と
中
央
公
民
館
に
お
い
て
協
同
制
作
し
た
も

の
で
す
。
授
賞
の
理
由
は
、
応
募
作
品
十
三
の
中

で
も
、
内
容
が
ひ
と
き
わ
充
実
し
、
技
術
の
向
上

や
進
歩
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
達
は
、
　
「
初
め
は
、
カ

メ
ラ
の
操
作
か
ら
基
本
的
な
指
導
を
受
け
、
何
事

も
根
気
よ
く
や
る
こ
と
が
大
切
、
最
終
段
階
で
は
、

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
本
格
的
な
意
見
を
交
換

　
　
　
　
辮
　
　
し
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
み
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
婦
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
級
で

　
　
　
　
　
　
　
は
、
今
回
の
入
賞
を
機
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
に
む
け
て
の
学
習
を
深
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
翼
奇

四
つ
の
作
品
は
、
「
公
民
館
ま
つ

り
」
で
上
映
さ
れ
る
ほ
か
、
入

賞
作
品
が
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
の
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ψ咽JP畷■卿噌圃Pゆ　　　　　9　　　　ゆ　　　ゆ　　ゆ　oゆo　　φ　σゆのゆψψψ9　　　　　　ゆ　　　　　ψ　　　　砂　　　ゆ　　ゆ　ゆゆ禰　ゆ胴夢

　
白
石
市
街
地
の
東
北
部
に
十
王

堂
と
い
う
小
さ
い
お
堂
が
あ
る
。

そ
の
た
め
十
王
堂
前
と
か
十
王
堂

北
と
い
う
小
字
名
が
つ
い
た
。

　
仏
教
で
は
人
が
死
ぬ
と
あ
の
世

で
裁
判
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
こ

の
裁
判
は
死
者
の
生
前
の
行
な
い

に
つ
い
て
十
人
の
王
が
裁
判
す
る
。

　
　
　
　
し
ん
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

初
七
日
は
秦
広
王
、
二
七
日
は
初

ニ
う
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
て
い
　
　
　
　
こ
か
ん

江
王
、
以
下
宋
帝
王
・
五
官
王
・

え
ん
ま
　
　
　
　
へ
ん
じ
ょ
う

閻
魔
王
・
変
成
王

そ
し
て
四
十
九
日

は
泰
山
王
、
さ
ら

に
百
か
日
は
平
等

王
、
一
周
忌
は
都

市
王
、
三
周
忌
は

ン
　
ど
う
て
ん
り
ん

五
道
転
輪
王
ま
で

で
、
こ
こ
で
裁
判

は
決
審
し
極
楽
行

き
か
地
獄
行
き
が

き
ま
る
と
さ
れ
た
。

地名アレコレ

　　　⑳

禰宜内・十王堂
とその周辺

死
者
の
裁
判
官
で
あ
る
十
王
へ
の

信
仰
は
平
安
時
代
か
ら
始
ま
り
、

鎌
倉
・
室
町
時
代
に
か
け
て
盛
ん

だ
っ
た
。
十
王
堂
は
十
王
を
杷
る

お
堂
で
お
そ
ら
く
四
、
五
百
年
以

前
か
ら
把
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
十
王
堂
の
管
理
を
し
て

い
た
禰
宜
（
神
官
の
こ
と
だ
が
こ

こ
で
は
堂
守
）
が
い
た
と
こ
ろ
が

ね
　
　
ぎ
　
う
ち

禰
宜
内
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
．

も
と
も
と
こ
の
附
近
一
帯
は
室
町

　
　
　
　
二
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

時
代
ご
ろ
江
袋
郷
（
村
）
と
い
わ
ゆ

れ
た
。
江
袋
と
い
う
地
名
は
川
と
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

川
と
に
挾
ま
れ
た
地
形
の
こ
と
で
、
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

白
石
川
と
斎
が
川
に
囲
ま
れ
た
地
ゆ

域
だ
か
ら
つ
い
た
。
い
ま
小
下
倉
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

街
道
に
そ
う
東
北
線
両
側
の
地
帯
0

で
あ
る
。
こ
こ
の
周
辺
部
に
阿
弥
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

陀
堂
が
あ
り
、
観
音
堂
も
あ
っ
た
。
ゆ

み
だ
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

弥
陀
内
や
観
音
崎
の
地
名
も
こ
れ
ゆ

　
　
　
　
　
　
ら
堂
宇
に
基
づ
い
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
て
つ
い
た
も
の
で
ψ

あ
ろ
う
。
ま
た
郡

山
分
に
具
路
と
い

う
小
字
が
あ
る
。

こ
こ
は
郡
司
（
郡

長
官
）
の
屋
敷
が

あ
っ
た
か
ら
ぐ
じ

屋
敷
と
設
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
。

千
二
百
年
前
の
奈

良
時
代
の
こ
ろ
、
刈
田
郡
が
置
か

れ
た
時
、
郡
山
に
郡
の
役
所
が
あ

っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
し
、
郡

司
の
屋
敷
が
江
袋
郷
内
に
あ
っ
た

と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
れ

ら
古
い
堂
宇
に
囲
ま
れ
た
郡
山
の

西
部
か
ら
臼
石
市
街
東
北
部
の
平

坦
な
耕
地
は
最
も
早
く
開
け
た
一

つ
と
思
っ
て
も
誤
り
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　　　ψ　　ゆ　φφ　　呼　ゆゆ　　　　　　　　ゆ　　　　　　　ψ　　　　　　ゆ　　　　　ゆ　　　　ψ　　　ゆ　　　鴫　　ψ　ゆ國　　　ゆ　　ゆ　螂陶φ・　o・融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

㌻
き
【
算
鶏
惑
豊
き
墨
ξ
、

イ
ド
ル

ア
　
　
　
の
ド

　
　
　
る

　
　
　
ピ

　
　
　
島
舞
　
　
、

　
　
　
そ
で

　
　
　
騒
謡
、

の家

攣
騨
為

　
　
　
挙
r

　
　
　
　
　
　
　
　
「
議
、
酬
　
脚

が
灘
慈
搬
♂
ギ
蓄

わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
爺
ン
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
㎏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

安斉和浩ちゃん（新館〉

　芳信さん、順子さんの長男

ママからひとこと

気健康でのびのびと育ってほし

撚
．
携
．

　　　瀞ご1轟’淋うい　ぬ羅r灘

麟　，，1，・「縄職欝

「秋の風景」大野順子（大鷹沢小6年）

挙
警瀦

露
鞍

雛
繍
雛
蒙

しのわた

　勿暫曾勿
　　まさと「大きなかぶ」佐久間万智（越河小1年）

｝　、，簿群、

欄糊一一蝋淵欄r繍糊

市㎜
灘
文

歌

魯民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

娘
を
持
ち
て
父
の
哀
感
し
み
じ
み
と
語
る
夫
の
横
顔

や
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
と
も
子

さ
ざ
ん
か
の
花
暮
れ
な
ず
む
裏
庭
に
目
ざ
と
き
孫
の

吾
を
呼
ぶ
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

年
老
い
し
姑
と
添
寝
の
夜
半
夜
半
に
耳
そ
ば
た
て
て

寝
息
た
し
か
む
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

叔
母
と
共
に
歩
み
し
沼
の
辺
り
に
て
ひ
そ
か
に
咲
け

る
数
珠
玉
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
力
丸
き
み
子

冬
枯
れ
の
庭
に
木
蓮
逞
ま
し
く
固
き
つ
ぼ
み
は
天
に

向
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

車
窓
よ
り
な
が
む
る
里
の
家
々
に
簾
の
ご
と
く
吊
し

柿
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

何
か
よ
き
こ
と
あ
る
ら
し
も
茶
柱
の
立
ち
し
朝
茶
を

夫
に
す
す
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

こ
ほ
ろ
ぎ
の
呼
び
あ
ふ
声
を
し
み
じ
み
と
湯
舟
に
つ

か
り
し
ば
し
聞
き
い
る
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

冬
枯
れ
の
鉢
森
山
の
を
ち
こ
ち
に
煙
た
な
び
き
人
の

住
む
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

秋
雨
の
音
も
な
く
降
る
夜
の
街
を
急
ぎ
て
帰
る
待
つ

人
な
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
登
代

田
沢
湖
の
雪
に
う
も
れ
て
暮
ら
す
の
か
お
産
癒
え
た

る
孫
娘
送
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

歌
心
湧
か
ず
小
暗
き
庭
に
出
て
星
の
ま
た
た
き
し
ば

し
眺
む
る
　
　
　
高
子
橘

し
き
た
り
を
守
る
夫
に
て
寒
き
中
を
恵
比
寿
に
供
う

鮒
を
と
り
来
る
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

テ
レ
ビ
見
る
二
人
の
孫
の
背
を
見
れ
ば
強
く
生
き
た

し
い
つ
い
つ
ま
で
も
　
　
　
　
　
　
力
丸
　
昭
吉

福
島
の
友
が
送
り
し
身
知
ら
ず
を
喰
め
ば
会
津
の
山

野
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

※
二
月
例
会
は
二
十
七
日
㈲
東
益
岡
会
館
に
て
行
い

　
ま
す
。

3
き
，

但

壇

鈴
木
貞
二
選

元
朝
や
見
下
ろ
す
町
の
城
下
町

綿
虫
の
小
さ
き
い
の
ち
掌
に
し
か
と

病
み
臥
せ
ば
師
走
の
町
を
夢
に
見
る

を
り
を
り
に
窓
か
げ
り
ゐ
る
毛
糸
編
む

小
春
日
に
雪
割
草
の
花
ひ
ら
く

冬
日
向
老
女
ひ
と
り
で
髪
を
結
ふ

澄
む
水
を
掬
ひ
て
こ
ぼ
す
水
車

夜
半
に
聴
く
き
さ
さ
ぎ
の
実
の
風
の
音

短
日
に
家
中
の
灯
を
と
も
し
を
り

駅
前
の
小
さ
な
旅
館
冬
薔
薇

病
め
る
ど
ち
慰
め
合
い
て
日
向
ぼ
こ

通
り
雨
冬
の
虹
立
つ
蔵
王
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落
葉
掃
く
た
の
し
み
の
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り
庭
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短
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の
は
や
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灯
が
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雪
蔵
王
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日
を
浴
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て
晴
れ
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久
須
見
南
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佐
藤
　
周
子

大
庭
　
良
子

草
野
　
美
沙

近
内
　
キ
ヨ

勅
使
瓦
令
造

佐青鈴太佐
藤木木田藤

歌良民敏善
子子子子夫

荒
木
と
も
子

高
橋
和
歌
子

川
村
　
静
恵

高
子
　
　
橘

※
二
月
例
会
は
二
十
七
日
㈲
十
二
時
三
〇
分
よ
り
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
雑
詠
持
参
。
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騰市営住宅入居者募集
　白石市城南市営住宅の入居者を

募集します。

〔概要〕所在地／白石市大平森合

字下前山7　住宅名／城南市営住

宅募集戸数／12戸家賃及び型

式／月額2万3千円・中層耐火3

階建　受付期間及び受付場所／2

月1日～2月19日（ただし、日曜

・祭日と土曜日の午後は除く）、く

わしいことは、建設課住宅係（内

線242）までどうぞ。

翻争…箏教室（やさしいモヘア人形）

　働く婦人の家では次により手芸

教室を開催いたしますのでご参加

ください。

〉日時　2月18日㈹10時～15時

〉場所　働く婦人の家

〉受講料　無料

〉ホオ罪斗f　；　2，000円

〉申込み　2月15日まで働く婦人

　の家智5－5095へお申し込みく

　ださい。見本は婦人の家にあり

　ます。

■一日陶芸教室
　働く婦人の家では次により一日

陶芸教室を開催いたしますのでご

参加ください。

〉日時　2月22日（火）10時～15時

》場所　働く婦入の家

》受講料　無料

〉材料代　1，500円（粘土代等）

〉申込み　2月18日まで働く婦人

　の家a5－5095へお申し込みく

　ださい。

圏緑ヶ丘宅地分譲

　　　購入希望者募集

　宮城県住宅供給公社では、寿山

団地（緑ヶ丘地内）宅地分譲の希

望者を次のとおり募集します。

レ団地名　白石寿山第4団地

〉所在地　白石市緑ヶ丘地内

＞募集数　111区画

〉1区画当りの面積

　167，31㎡～333，62nf

＞1区画当りの価格

　3，830，000円～7，690，000円

〉申込み期間　昭和58年3月末日

　（ただし、日曜・祭日と土曜日

　の午後は除く）

〉申込み場所と用紙配布先

　白石市役所建設課住宅係または

　宮城県住宅供給公社（智仙台61

　－6161）までどうぞ。

盧仙南保健所管内

　　　　看護職員講習会

　仙南保健所では、保健婦、助産

婦、看護婦（士〉および准看護婦

（士）の免許所有者で現在看護業務

に就いていない者を含め、勤務し

ている看護職に対して、最近にお

ける看護についての知識、技術を

修得し、資質の向上などを目ざし次

により講習会を開催いたしますの

でご参加ください。

＞場所　白石市健康センター

レ申込み　2月10日まで仙南保健

　所白石支所鱈02242－5－2108

　までお』申しヲムみください。

レ受講料　無料

■白石高校定時制生徒募集
　白石高定時制では、働きながら

学ぶ勤労青少年のための昭和58年

度生徒募集を次の要領で実施しま

す。昨年10月には待望の定時制特

別教室（写真）が新築落成しまし

た。商業科教室（視聴覚教室兼）

と55年度以降入ってきている女子

生徒のための家庭科教室で、真新

しい教室で生徒達は明るく勉学

をすすめております。中卒以上で

年齢男女を問いません。働きなが

ら高校の勉強をしたい人の応募を

歓迎します。

レ募集人員　40名（普通科・修業

　年限4年・夜間・男女共学）

〉募集期間　昭和58年2月15日か

　ら22日まで願書受付。書類は願

　書と調査書（出身中学校で作成）

〉入学試験　3月14日高校入試と

　一緒に国社数理英の5教科。3

　月18日合格者発表。なお3月末

　に第二次募集も行う予定。

　くわしくは、白石高校定時制留

　5－3154におたずねください。

奪

実施期間および講習科目等

鰯

，響難

昭和58年
2月15日
　（火）

2月！6日

　（水）

2月17日
　（木）

2月18日

　働

AM
9；OO　　　　10＝00　　　10：30 12：0D　　13：00 15；00

開
講
式

看護の動向

老人保健法にっいて

臨床実習および見学
（病院における看護部門の役割）

最近の地域医療活動
について

昼

休

み

患、　者　の　観　察

循環器疾患について

看護婦のための薬の知識

滅菌技法について
閉
講
式

　i’1』1

　消費者行政の一環として加工食

品などによる子供のおやつにっい

て次により受講者を募集いたしま

すのでふるってご参加ください。

〉目時　2月16日（水）午前10時

〉場所　中央公民館

〉受講内容　子供のおやっにっい

　ての講話ならびに実演

〉対象者　一般市民　30名

〉受講料無料

〉講師　森永乳業㈱仙台支店

　消費者相談室長　佐藤保氏

※当日はエプロンを持参してくだ

、さい。

〉申込み　2月14日まで市民課

　（内線162）へお申し込みくだ

　さい。

コμ・11ハ　r　 皿　　　層鴛

　働きながら学ぶことのできる通

信教育は、年齢・性別には制限な

く主として自学自習で高等学校を

卒業できます。

〉入学の目的　・高校課程…高校

　の卒業資格を得たい人。・特科

　生…卒業に関係なく一般教養と

　して一部特定科目だけについて

　勉強したい人。

レ募集人員　高校課程・特科生…

　併せて500名

レ募集期間　昭和58年2月1日～

　4月15日
レその他　くわしいことを知りた

　い人、入学願書をほしい人は、

　来校するほか電話か手紙で下記

　に申し込んでください。宮城県

　仙台第一高等学校通信制　仙台

7
！
一

　市元茶畑4番地豊仙台57－45

　01内線43・44

　なお、次のとおり入学希望者説

明会を行います。

〉日時　3月13日午前10時～12時

〉場所　吉見学園服装技芸専門学

　校（白石市元山28）。

膿学習発表会
　白石市内の特殊学級児童・生徒

による歌やおどりの発表会があり

ます。多くの方の参観をお待ちし

ております。

〉日時　2月8日（火）9時30分～11

　時30分

婁
蓼

i中央公民館では・次の日程で公

i民館まつりを行います・市民のみ

iなさんふるってご来館ください・

i催し物日程

第2回公民館まつり開催
開叢濃黙膿離i
常時行われます。　　　　　　　i

郷土芸能発表（18100～18：20）
ジヤズダンス発表　（18130～18：45）

記念講演会（19100～20：30〉
「一本の母の腰ヒモ」講師扇谷正造氏（社会謝家）

　「吉川英治氏と現代」

〉会場　中央公民館大ホール

〉内容　特殊学級児童・生徒によ

　る歌・おどり・合奏・劇など。

〉主催　白石市手をつなぐ親の会

3／3（木）

3／4（金）

3／5（土）

3／6（日）

カラオケ大会（17：00～）

親子映画会（13100～）（17：00～）
　「典子は今」、　「少年たちの挑戦（第8回日本ジャン

　ボリー」その他

家庭バレーボール大会

社交ダンス実演
（9100～）

（15：00～17：00）

　白石市校長会。

■講演と音楽のつどい
　自衛隊船岡，駐とん地恒例の行事

となっている「講演と音楽の集い」

が白石市で開催されます。

　東北方面音楽隊の演奏や防衛講

話のほか、佐藤勝子さん、市内コー

ラスグループの皆さんの賛助出演

など内容も盛りだくさんとなって

おりますので、お誘い合せてご来

土易ください。

〉日時　2月26日（土）午後1時30分

〉場所　市民会館大ホール

レ入場無料

新
着
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（国民年金）
　　　　　　　　　　　　ノ‘

国民年金の保険料は

　所得から控除されます

　今年も、昭和57年分の所得の確

定申告をする時期（2月16日から

3月15日）が近づいてきました。

　国民年金の保険料は、社会保険

料控除として所得から差し引かれ

課税の対象となりませんので、あ

なだとあなたの家族の分として、

昭和57年中に支払った次のような

保険料について申告もれのないよ

うにしましょう。

①定額保険料と付加保険料（前納

　をした場合はその額）。

②前年度以前の未納期間の保険料

③過去に納付を免除された期聞に

　ついて追納した保険料。

現況届は誕生月に

　　提出しましょう

　老齢年金・通算老齢年金の裁定

を受けた日から1年以上経過した

受給権者は、毎年1回「国民年金

受給権者現況届」を提出すること

になっていますQ

　現況届は、受給権者の誕生月の

始めに社会保険庁から郵送されま

す。その届書に、住所・氏名・生

年月日など必要事項を記入して押

印した上、市役所市民課または各

出張所で証明を受けて誕生月の末

日までに到着するよう社会保険庁

へ返送してください。

　これは、年金を受給しているみ

なさんに年金を確実に受け取って

いただくための大切な手続きです。

　万が一、現況届の提出を忘れて

出さなかったりしますと、年金の

支給が差し止められてしまいます

ので、提出期限までに必ず提出し

ましょう。

　．！　　　　　　　　　　　　　　　『＼

〆農業基本調査に
1
・
、

ご協力を！
　瓦．
　昭和58年2月1日を調査期日と

して宮城県農業基本調査が県下一

斉に行われます。

　この調査は昭和26年以来毎年実

施されているもので、県内の農業

に関する最も基本的かつ総合的な

統計調査です。

　調査は全ての農家と農家以外の

農業を営む事業所を対象として行

われます。っきましては来る2月

1日以降に調査員が該当世帯に調

査票への記入方をお願いするため

訪問いたしますので、ご協力をお

願い申し上げます。

今月の納税は
国民健康保険税第5期分
の納期です。

2月28日までに納めましょう

社会保険庁提供テレビ放送

1きょうの健康あすの年金」
　　毎週土曜日仙台放送

　　AM11：15～11：30

　2月5日　おすみですか！
な

自　　　　　国民年金の加入手続き

1　国民年金制度は、将来の生活の

1ために設けられた制度ですから自

1主的な加入が必要です。加入手続

3き等についてお知らせします。

12月12日　あなたならどうする！

1　　　　　国民年金の繰上げ請求

　　老齢年金、通算老齢年金につい

　て繰上げ請求事例が多くなってき

1ているが、その場合、生涯年金が

　減額されること、また裁定後は繰

i上げ請求の撤回ができないことの

i周知を図ります。

内容
2月19日　お気軽に！

　　　　　社会保険各種相談

　社会保険出張相談所を紹介し、

受給者のみならず、被保険者の皆

さんも気軽にご利用いただくよう

ご案内します。

2月26日　届出はすみやかに

　　　　　年金受給者現況届

　現況届は、年金受給者だれもが、

年一回提出することが義務づけら

れています。提出しないと年金支

払いが一時差止められることや、

その他の届出についても変更あれ

ばすみやかに提出することなどお

知らせします。司会者：三上彩子

さんがご案内いたします。
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（『』犠麓客は『）

　臼石市のナンバープレートの付

いた原動機付自転車を所有してい

る方が転出される場合は、車の廃

車届を忘れずにしてください。

　その際には、印鑑やナンバープ

レート、標織交付証明書の添付を

必要とします。

　また、昭和57年度中に原付自転

車や小型特殊自動車の譲渡・盗難、

あるいは所有者が死亡した場合に

は変更手続をしてください。

、軽自動車税の賦課期日は4月1

日です。手続は税務課窓口でお早

めにお願いいたします。

　くわしいことは、税務課庶務係

　（内線143・144）までお問い合

わせください。

国保被保険者証の更新

　今年（3月）は国民健康保険被

保険者証の更新です。従来のピン

ク色からウグイス色に変ります。

　4月からはこの新しい被保険者

証でお医者さんにかかることにな

りますから忘れないで更新してく

ださい。更新の日程は3月発行の

広報しろいしで拾知らせします。

白石市建設工事関係競争入札

参加申込書の受付けについて

　市では、昭和58、59年度にお

いて発注する建設工事、コンサ

ルタント等のために行う競争入

札参加資格申込書の受付を下記

のとおり行いますので、ご希望

の方は申込んで下さい。

〉受｛寸期間＝日召和58年2月15日

　～28日まで

　必要書類等のくわしいことに

ついては、市総務課（内線323）に

おたずね下さい．

圃咽FI國11目II酬一Irll！量II冒川ll謹胴II811圓II闘

官公庁だより
1・酬”置咀・1酬臥田11馴閣噛1川唱h固1ト日i電

　贈与税の申告は2月1日から、

所得税の確定申告は2月16日から

それぞれ受付が始まります。どち

らも申告期限は3月15日ですが、

期限問近になりますと、税務署は

大変混雑しますので、申告はでき

るだけ早く済ませるようにしてく

ださい。

確定申告始まります

（配偶者控除や税金は？）

　パートで働く主婦の1年間の収

入が一定額を超えると、ご主人の

所得から配偶者控除が受けられな

くなり、主婦自身にも税金がかか

ります。

　配偶者控除が受けられる主婦と

は次のような人です。

①主婦に事業所得や給与所得、雑

　所得があるときは、その合計額

　が29万円以下の人。

②主婦に①以外の所得（利子、配

　当、不動産所得など）があると

　きは、その合計額が10万円以下

　の人。

　パート収入は通常、給与所得と

なりますが、給与所得の場合は給

与収入から必要経費ともいうべき

給与所得控除（年収125万円まで

は一律50万円）を差し引いた額が

所得金額となりますので、パート

の年収が79万円以下の場合は所得

金額が29万円以下となり、ご主人

の所得から配偶者控除を受けるこ

とができます。

　なお、所得金額が29万円以下の

ときは、基礎控除が29万円ありま

すから、主婦自身にも所得税がか

かりません。

　また、内職収入や外交員、取次

店収入などは通常、事業所得とな

りますが、事業所得の場合は、給

与所得の場合と異なり給与所得控

除（最低50万円）がなく、収入か

ら実際にかかった必要経費を差し

引いた額が所得金額となりますか

ら、その所得金額が29万円以下で

あれば配偶者控除が受けられます

し、主婦自身にも所得税はかかり

ません。しかし、29万円を超える

と配偶者控除を受けられないだけ

でなく、主婦自身にも所得税がか

かるこ，とになります。

　なお、国税と地方税では非課税

限度が違いますから、所得金額が

29万円以下でも主婦自身に県市民

税がかかる場合があります。

　くわしくは、毎月15日の定例税

務相談の際におたずねください。

　電電公社では昨年10月に、65歳

以上のひとり暮らし老人及びから

だの不自由な方が使用するシルバ

ーホン（あんしん）、　（めいりぽ

う）、　（ひびき）等の電話使用料

金を値下げしました。

　値下げ申請の手続きをする方、

新しく設置される方は、自石電報

電話局（岱5－2000）におたずね

ください。
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　　こけしの初びき
　1月2日伝統こけしの里、弥治

郎においてこけしの初ぴきが行わ

れました。　「こけし神社」境内で

は、神事のあと正装した鎌田孝市

さ量んが初びきを行い、腕上達の祈

願などが行われました。当日はマ

イカーで訪れた人達でにぎわった。

　新春を寿ぐ市民の集い

　1月5日市民会館において新春
を寿ぐ市民の集いが行われました。

　参加者400名のみなさんが年の

始まりにあた1）意見を交換してい

ました。アトラクションには、佐

藤勝子さんが自慢の「のど」を披

雨しました。

　　成人おめでとう！

　1月15日恒例の成人式が、中央

公民館で盛大に開催されました。

　本年の成人者は531人を数え、

若人の式典では、関谷市長のあい

さつにつづき新成入代表の「誓い

のことば」や代表者5人による記

念感想文が力強く発表されました。

休日急患当番医
月　日

2／6

11

13

20

27

内 科

三ギ甫クリニック（5）6854

筥医院（512410

加藤（司）医院〔5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（512210

トタ 科

宮城医院（5）2062

加藤（大）医院15）4701

刈　田　病　β完〔5）2145

堤医院15肛81
刈田病院（5）2145

※都合により変更になる場合もあります。

目ホ 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
「

補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

5・25

1・15

17

15

光
燈

5
．
木

－
月
。

　
週
水

　
毎

リオン9・24

トリオ　8

ニホン　18

15

15

間土
サ

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15＝00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10100～

　15：00

13：00～
　14：00
11＝00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10；00～

　15：00

場　　所

臼石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

3ド皆ホ目談室

白石市役所

2階相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異腔との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと
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